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ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
に
於
げ
る
労
働
債
値
法
則

の
安
首
性
に
就
て

(
一
一
・
ム
完
)

森

耕

戻E

本

論

一
資
本
が
蓄
積
せ
ら
れ
、
土
地
が
私
有
せ
ら
る
、
に
至

h
た
る
品
悼
の
近
代
の
文
明
枇
舎
に
於
て
、
貨
物
の
交

換
讃
値
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
る
、
か
、
に
就
て
の
ス
ミ
ス
の
主
張
は
、
「
諸
国
民
の
富
」
第
一
章
第
六
節
『
貨

物
の
債
格
の
構
成
部
分
に
就
て
』
に
於
て
詳
苫
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
o
A
E
左
に
研
究
の
便
宜
上
そ
の
主
要
な
る
章

句
を
描
き
出
し
て
見
る
。

「
資
本
が
或
る
特
殊
な
る
人
の
手
に
蓄
積
せ
ら
る
、
に
至
る
や
否
や
、
彼
等
の
或
る
も
の
は
叫
崎
労
働
者
に
原
料

お
よ
び
生
活
資
料
を
供
給
す
る
代
り
に
、
彼
等
の
翁
し
た
る
仕
惑
を
貰
き
て
己
仁
依
b
、
者
〈
は
彼
等
の
崎
労
働
が

原
料
の
債
低
に
附
加
す
る
所
の
も
の
に
依
り
、
利
潤
を
獲
得
せ
ん
が
た
め
に
、
常
然
に
、
彼
等
に
仕
事
を
古
唱
る

こ
芭
に
依
り
そ
の
資
本
を
使
用
す
る
に
至
る
で
ゐ
ら
う
o
完
成
せ
る
生
産
物
を
、
原
料
の
代
償
及
び
時
労
働
者
の
勢

貨
を
充
分
支
抑
ム
以
上
仁
、
金
銭
、
時
労
働
若
〈
は
他
の
財
貨
ご
交
換
す
る
こ
正
に
よ
ち
一
、
そ
の
仕
事
に
自
分
の
資

設

手E

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
努
働
債
値
法
則
自
妥
首
性
に
就
て
第
二
十
巻

{
第
六
時
制
一
一
三
)

一C
五
五



詑

事E

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
崎
町
働
債
値
法
則
自
妥
首
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
六
紘
一
一
回

一

ο五
六

本
を
賭
し
た
る
芭
こ
ろ
の
企
業
家
め
利
潤
ご
し
て
何
か
い
γ

奥
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
旧
制
。
だ
か
ら
惜
労
働
者
が
原
料
に
加

へ
る
岡
山
の
岡
田
値
は
、
こ
の
場
合
に
は
、
こ
つ
の
部
分
|
|
勢
賃
を
支
梯
ふ
部
分
、
及
び
雇
主
が
前
梯
し
た
る
原
料

及
び
労
賃
の
会
資
本
に
謝
す
る
利
潤
を
支
梯
ふ
部
分
|
l
に
分
割
さ
れ
る
。
資
本
家
は
昧
労
働
者

ω錯
し
た
仕
事
を

貞
る
ニ
ご
に
よ
り
、
彼
れ
の
資
本
を
償
却
す
る
仁
充
分
な
る
よ
り
は
よ
ら
多
〈
の
何
ら
か
を
獲
る
漁
期
が
な
炉
っ

た
な
ら
ば
、
叫
労
働
者
を
一
一
足
ふ
興
味
を
有
つ
}
ご
が
で
き
旧
制
で
あ
ら
う
し
、
叉
彼
れ
の
利
潤
が
彼
叫
り
資
本

ω量
に

或
る
比
例
を
保
た
な
い
な
ら
ば
、
小
額
の
資
本
よ
り
多
額
の
資
本
を
使
ふ
ご
一
五
ふ
興
味
を
有
つ
ご
芭
が
で
き
ぬ
で

あ
ら
う
。

.， 

だ
か
ら
資
本
の
利
潤
は
貨
物
の
痕
格
の
一
構
成
要
素
を
成
す
山
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
勢
賃
ご
は
全
く

異
な
れ
る
も
の
で
あ

h
、
そ
う
し
て
全
〈
異
な
れ
る
原
則
に
支
配
せ
ら
晶
、
も
の
で
あ
る
o

「
炉
、
る
事
物
の
朕
態
の
下
に
於
て
は
、
労
働
の
み
一
生
産
物
は
、
常
に
勢
働
者
に
騎
麗
し
な
い
。
崎
労
働
者
は
多

〈
の
場
令
に
於

τ、
彼
れ
の
雇
主
た
る
資
本
家
ご
そ
れ
を
分
け
合
は
ね
ば
な
ら
れ
H

O

貨
物
の
獲
得
若
〈
は
生
産
に
，

通
常
費
さ
れ
た
る
所
の
惜
労
働
の
分
量
は
、
ぞ
の
貨
物
が
通
常
購
買
L
、
支
配
し
、
若
〈
は
交
換

τぺ
き
(
努
働
の
)

分
量
を
規
制
す
る
唯
一
の
事
情
で
は
な
い
I

。
或
る
附
加
的
分
量
(
勢
働
の
)
が
、
崎
労
賃

-e前
梯
し
、
そ
の
勢
働
の
原

料
を
供
給
し
た
る
所
の
資
本
の
利
潤
に
帆
到
し
て
興
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ニ
ご
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
如
何
な
る
園
の
土
地
に
て
も
悉
〈
私
有
財
産
ご
な
る
や
否
や
、
地
主
は
、
他
の
人
々
ご
同
じ
ゃ
う
に
・
蒔
か

5
る
所
に
刈
ら
ん
こ
己
を
好
み
、
そ
の
自
然
的
生
産
物
仁
謝
し
て
き
へ
地
代
を
要
求
す
る
に
至
る
。
-
-
か
〈

て
勢
働
者
は
そ
れ
ら
を
蒐
集
す
る
許
可
に
劃
し
て
償
は
ね
ば
な
ら
尚
、
却
も
彼
れ
の
労
働
が
蒐
集
し
若
く
は
生
産



す
る
も
の
、
一
部
分
を
地
主
に
奥
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
部
分
、
或
は
結
局
同
じ
こ
ご
に
な
る
が
、

債
値
は
、
土
地
の
地
代
を
構
成

L
、
か
く
て
大
部
分
の
貨
物
の
債
格
の
第
三
の
構
成
要
素
を
成
す
の
で
あ
る
。

「
債
権

ω凡
ゆ
る
異
な
れ
る
構
成
部
分
の
真
横
値
は
、
ぞ
の
各
々
が
購
買
し
、
支
配
し
得
ら
る
、
所
の
勢
働
の

こ
の
一
部
分

ω

分
量
に
依
っ
て
測
定
せ
ら
る
、
ご
一
五
ふ
こ
己
を
認
め
ザ
じ
る
を
得
な
い
。
勢
働
は
菅
に
努
働
に
分
解
す
る
ぞ
の
煩
格

の
部
分
の
須
佐
の
み
な
ら
宇
、
地
代
に
分
解
す
る
そ
の
償
格
の
部
分
、
及
び
利
潤
に
分
解
す
る
そ
の
国
間
格
の
部
分

の
債
値
を
も
測
定
す
る
の
で
あ
る
o
」

「
各
々
の
一
枇
曾
の
努
働
に
依
ム
リ
年
々
蒐
集
せ
ら
れ
若
〈
は
生
産
せ
ら
る
、
所
の
も
の
、
全
部
は
、
又
は
同
じ
事

で
は
あ
る
が
、
そ
の
金
田
明
格
は
、
か
、
る
方
法
に
依
り
そ
の
異
な
れ
る
成
員

ω悶
に
本
源
的
に
分
配
せ
ら
れ
る
o

勢
負
、
利
潤
お
よ
び
地
代
は
総
て
の
枚
入
の
三
つ
の
本
来
的
源
泉
で
ゐ
る
ご
同
時
仁
、
総
て
の
交
換
債
値
の
三
つ

の
本
来
的
源
泉
で
あ
る
o
」

こ
れ
ら
の
ス
ミ
ス
の
詞
及
び
そ
の
他
の
章
句
に
現
は
れ
た
る
所
に
顧
み

τ、
彼
は
近
世
の
資
本
家
的
祉
曾
に
於

け
る
煩
値
論
正
し
て
、
依
然
正
し
て
(
費
消
)
叫
す
働
煩
俗
論
eT
根
祇
に
於
て
支
持

L
た
の
壬
あ
る
、
郎
も
彼
に
依
れ

ば
、
利
潤
、
地
代
は
労
働
に
よ
り
剣
惹
せ
ら
れ

Y
る
Z
ζ
ろ
の
債
値
の
分
割
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
、

ご
す
る
解
粋
を
先
づ
第
一
に
左
に
吟
味
し

τ見
ゃ
う
。

ツ
ッ
カ
ア
カ
ン
ド
ル
'
は
こ
の
見
解
に
立
て
る
有
刀
な
る
一
人
で
あ
る
。
彼
れ
の
解
科
す
る
所
に
依
れ
ば
、
貨
物

に
は
帥
労
働

ωみ
が
費
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
利
潤
は
た
い
勢
働
生
産
物
よ
り
の
割
取
に
依
つ
て
の
み
成
立
す

ス
ミ
ス
が
能
ふ
限
'
り
明
瞭
に
読
者
に
説
い
た
所
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
資
本
が
蓄

る
も
の
で
ゐ
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、

説

五E

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ヌ
に
於
け
る
傍
働
醐
値
訟
則
の
安
官
性
に
就
て
第
二
+
傘

(
第
六
披

子干
) 

一O
五
七

pp・50-←2

p. 54 
Smith， ilメd
Smith， ibid 
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話

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
品
目
け
る
接
働
慣
値
法
則
自
安
官
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
六
腕
一
一
宍
)
一
O
五
凡

積
せ
ら
晶
、
に
至
る
ご
、
「
労
働
者
が
原
料
に
附
加
し
た
る
所

ω
贋
値
は
、
二
つ
の
部
分
に
分
た
れ
る
己
正
一
五
ひ
、

又
「
労
働
の
金
生
産
物
M
M
最
早
や
常
に
附
労
働
者
に
麗
し
な
い
o

彼
は
そ
れ
を
資
本
家
ご
共
に
分
け
合
は
ね
ば
な
ら

ぬ
、
」
己
も
云
つ
て
ゐ
る
。

一
真
に
彼
は
、
そ
の
他
の
鴻
所
に
於
て
見
出
品
れ
る
左
の
知
吉
見
ミ
ス
の
詞
を
車
中
げ
て
、
自
分
の
解
稗
の
正
し
い

こ
ご
を
確
め
ゃ
う
己
す
る
。

「
第
働
の
生
産
物
は
労
働
mu
自
然
的
報
酬
即
ち
労
賃
を
成
す
。
土
地
の
な
有
及
び
資
本
の
蓄
積
な
草
原
始
草
昧

の
時
代
に
於
て
は
、
労
働
の
金
生
産
物
は
接
働
者
に
蹄
扇
L
、
時
労
働
者
は
そ
の
生
産
物
を
分
つ
ぺ
き
地
主
、
叉
は

資
本
家
を
有
?
」

Z
が
な
い
。

「
こ
の
紋
態
に
し
て
総
績
せ
ば
、
努
賃
以
、
品
川
業
の
綾
達
に
従
ひ
生
産
力
が
増
進
す
る
に
件
ふ
て
増
加
し
た
で

あ
ら
う
。
』

「
土
地
が
私
有
財
産
Z
な
る
や
否
や
、
地
主
は
、
勢
働
単
品
が
土
地
か
ら
牧
獲
し
、
若
く
は
蒐
集
す
る
所
の
殆
ん

X
線

τの
生
産
物
か
ら
分
り
前
を
要
求
す
る
に
至
る
。
司
}
の
彼
れ
の
地
代
は
、
土
地
の
上
に
費
3
れ
る
所
の
勢
働

の
生
産
物
よ
h
の
第
一
の
控
除
を
成
す
。
こ
の
利
潤
は
土
地
の
上
に
費
さ
れ
る
所
の
労
働
の
生
産
物
よ
り

の
第
二
の
控
除
を
成
す
。

「
他
の
殆
ん
Y
」
縛
t
の
勢
働
の
生
産
物
も
同
じ
ゃ
う
な
利
潤
の
控
除
に
曾
ふ
。
総
て
の
技
術
、
工
業
に
於
t
、

大
部
分
の
暗
労
働
者
は
、
彼
等
の
仕
事
の
原
料
及
び
そ
れ
が
完
成
せ
ら
れ
る
迄
の
彼
等
の
勢
賃
、
並
に
支
持
を
前
扮

す
る
所
の
主
人
を
必
要
ご
す
る
。
彼
(
主
人
)
は
、
彼
等
山
一
労
働
の
特
産
物
、
若
く
は
勢
働
が
ぞ
の
上
に
施
苫
れ
る

男

J'4
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立所
すの
る原
の帝'1-
でに
ゐそ
る力安
己Il附

力目
す
る

所
陀〉

贋
世直
UJ 

主計
十7
NIj 

L官
カ込

る

か
〈
て
-
一
の
分
け
前
の
う
も
に
彼
れ
の
利
潤
が
成

ツ
ッ
カ
ア
カ

y

ド
ル
に
依
れ
ば
、
ニ
れ
ら
の
ス
ミ
ス
の
詞
は
、
明
ら
か
に
、
彼
が
、
勢
働
の
み
が
貨
物
の
債
伯

の
生
産
に
費
さ
れ
た
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
所
謂
生
産
資
本
は
何
等
ヲ
ぞ
れ
に
協
力
す
る
ご
こ
乃
が
な
い
、
ご
一
式
ム
考

を
依
然
抱
い
て
ゐ
た
こ

Z
を
示
し
て
徐
り
が
あ
る
o

岩
し
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
資
本
利
潤
が
常
仁
労
働
生

産
物
の
一
部
分
若
く
は
自
然
的
労
賃
の
一
部
分
で
あ
る
ご
一
五
ふ
こ
さ
は
許
き
れ
な
い
切
で
あ
ら
う
。

猶
は
ヅ
ツ
カ
ア
カ
ン
ド
戸
は
、
こ
の
解
稗
仁
閲
し
て
彼
れ
さ
反
勤
の
立
場
に
あ
る
ご
こ
ろ
の
も
の
、
多
〈
が
、

慌
に
白
己
の
解
稗
に
有
利
に
引
用
す
る
所
の
友

ω
ス
ミ
ス
の
章
句
に
就
て
は
、
友
の
如
〈
解
蒋
す
べ
き
で
あ
る
ご

し
て
ゐ
る
。

例
へ
ば
、
次
ゅ
う
、
え
の
詞
ー
ー

「
文
明
閑
に
於
て
は
、
そ
の
交
換
債
値
が
努
倒
の
み
よ
り
生
子
る
商
品
は
極
め

τ
僅
少
に
過
ぎ
守
し
て
、

定
か
に
大
部
分
の
交
換
償
値
に
は
、
地
代
H
A
ぴ
利
潤
も
亦
大
い
に
寄
興
す
る
。
だ
か
ら
そ
の
叫
労
働
の
生
産
物
は
、

之
を
産
出
し
、
製
造
し
、
而
し
て
之
を
市
場
に
持
ち
来
た
す
た
め
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
努
働
且
一
旦
よ
h
も
、
迄
か
に

大
な
る
時
労
働
量
を
購
買
又
は
支
配
す
る
に
慣
に
充
分
で
あ
る
で
あ
ら
う
」
は
よ
ろ

L
〈
左
の
如
〈
解
稗
す
べ
き
で

そ
の

あ
る
ご
ヅ
ツ
カ
ア
カ
ン
ド
ル
は
一
五
ふ
。

こ
の
詞
に
依
つ

t
、
仮
令
明
瞭
で
は
な
い
が
、
一
国
の
労
働
生
産
物
は
-
』
の
生
産
物
の
産
出

に
就
て
支
抑
は
ね
ば
な
ら
ね
勢
貨
よ
り
よ
り
多
〈
の
勢
貨
を
支
梯
ひ
得
る
、
ピ
一
五
ふ
唱
』
ご
を
怠
味
せ
し
め
て
ゐ
る
。

的
も
ス
ミ
ス
は
、

詑

苑

ア
ダ
ム
・
λ

ミ
λ

に
於
け
る
捗
働
価
値
訟
則
的
安
官
性
に
説
て
第
二
十
巻

(
第
六
競
一
一
セ
)
一
O
五
九

248 
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設

五E

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
勢
働
倒
値
法
則
空
安
市
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
六
挽
一
一
八
)
一
O
大

O

そ
の
故
ば
、
資
本
、
土
地
所
有
は
、
そ
の
要
求
を
殺
す
こ
ご
に
依
つ

τ、
努
貨
を
制
限
す
る
か
ら
で
あ
り
、
且
つ

又
資
本
、
土
地
な
く

L
て
軍
に
叫
労
働
の
み
に
依
っ
て
産
出
せ
ら
る
、
所
の
貨
物
は
極
め
て
砂
い
か
ら
で
あ
る
。

真
に
衣
の
ス
ミ
ス
の
詞
|
|

「
貨
物
の
獲
得
者
〈
は
生
産
に
通
常
使
用
せ
ら
る
、
所
の
努
働
の
分
量
は
、
そ
の
貨
物
が
通
常
購
買
し
、
支
配

し
、
若
〈
は
交
換
せ
ら
る
ぺ
き
(
労
働
の
)
分
量
を
規
制
す
る
唯
一
の
事
情
で
は
な
い
。
或
る
附
加
的
(
崎
労
働
の
)
分

量
が
、
努
貨
を
前
携
し
ハ
そ
の
労
働
の
原
料
を
供
給
し
た
る
所
の
資
本

ω
利
潤
に
謝
し
て
輿
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
泊

ζ

己
は
明
ら
か
で
ゐ
る
、
」
も
亦
ス
ミ
ス
が
勢
働
痕
値
設
を
拠
楽
し
た
る
-
」
ご
を
一
不
す
有
力
な
る
一
例
鐙

t
L
て、

常
に
引
用
せ
ら
志
、
所
で
あ
る
が
・
ヅ
ッ
カ
ア
カ
ン
ド

w
は
、
こ
の
文
句
も
亦
ス
ミ
ス
が
、
例
へ
ば
一
百
人
の
崎
労

働
者
の
勢
働
生
産
物
は
、
一
百
人
の
労
働
者
の
労
働
よ
り
は
よ
り
多
〈
の
労
働
を
買
ひ
得
る
、
的
も
そ
は
一
一
白
人

の
勢
働
者
の
勢
貨
高
よ
り
は
よ
り
多
い
、

ご
云
ふ
-
』
己
を
意
味
し

τゐ
る
に
外
な
ら
ぬ
吉
一
百
ム
。

キ
ヤ
ナ
ジ
も
亦
こ
の
解
蒋
を
正
れ
る
卒
者
の
一
人
で
あ
る
o

ス
ミ
ス
が
そ
の
勢
働
腐
値
設
を
果
し
て
文
明
批
曾

に
於

τも
支
持
し
た
が
否
か
の
問
題
は
、
午
面
λ

ミ
ス
に
於
り
る
利
潤
の
費
生
的
原
因
如
何
の
問
題
を
成
す
の
で

あ
る
が
、
キ
ヤ
ナ
ン
に
依
れ
ば
、
子
、
二
に
あ
り
て
は
、
利
潤
は
債
値
の
構
成
要
素
じ
あ
ら
す
し
て
、
勢
働
者
に

よ
り
て
附
加
せ
ら
れ
わ
μ

る
債
値
よ
ち
の
控
除
(
自
己
Z
E
C
P
)

で
あ
る
苫
せ
ら
れ
る
。
左
に
キ
ヤ
ナ
Y

の
ニ
の
鮪
に

閲
L
て
の
解
秤
の
一
端
を
引
い

τ見
る
。

百JtII

『
ぞ
れ
故
仁
吾
々
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
は
、
利
潤
は
、
労
働
岩
が
生
活
資
料
及
ぴ
生
産
原
料
全
所
有
し
て
居

ら
ぬ
の
故
を
以
て
、
止
な
を
得
中
服
き
い
る
を
得
な
い
所
の
労
働
の
生
産
物
か
ら
の
控
除
ご
し
て
現
は
れ
た
、
ご

1) 



一
五
ふ
こ
さ
が
で
き
る

o
博

士

ペ

ヱ

ム

・

j
7
ア
ク
は
、

ス
ミ
ス
は
、
又
時
々
、
利
潤
は
勢
働
生
産
物
の
績
格
へ
の

附
加
で
あ
る
ピ
の
意
味
の
他
の
理
論
を
開
陳

L
た
ピ
信
じ
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
博
士
の
引
用
し
て
ゐ
る
章
句
は
、

か
、
る
理
論
の
存
在
し

τゐ
る
こ
ご
を
殆
ん
ど
詮
明
し
て
ゐ
な
い
v
o」
(
註
)

言"
) 

チ
ユ
ル
ジ
ョ
ン
も
亦
、
ス
ミ
ス
は
資
本
主
義
的
世
舎
に
於
け
る
冒
と
原
拍
的
世
合
に
於
け
る
と
を
同
は
ず
、

一
貫
し
て
相
官
働
倒
楠
詑
を
主
持

し
た
も
の
で
あ
る
と
解
轄
す
る
。
し
か
し
彼
は
そ
の
批
評
に
於
て
、
ス
ミ
ス
の
備
値
諭
に
於
て
且
曲
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
税
消
捗
働
慣
例
説
、
と
主
回
勢

働
伺
値
誼
と
を
識
別
す
る
こ
と
に
無
関
心
で
あ
っ
で
文
明
批
官
に
佐
て
ス
ミ
ス
が
捗
働
伺
値
泣
を
主
張
し
た
か
否
か
の
問
題
は
、
彼
が
費
消
弟
働

債
航
泣
十
字
王
漉
し
た
か
百
か
白
川
掴
に
井
な
ら
な
い
、
こ
と
を
克
分
に
意
識
し
て
ゐ
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
今
そ
の
批
評
か
ら
宇
し
ば
か
り
引
用
し
て

見
宇
う
。

、
、
、

.. 
、
、
、
.
、
、
、

司
ス
ミ
ス
日
〈
、
「
だ
か
ら
そ
れ
自
身
の
儒
値
に
麹
り
が
な
い
と
乙
ろ
の
砂
倒
の
み
が
、
綿
て
の
貨
物
の
慣
値
が
、
憾
で
の
同
島
上
ぴ
所
に
於
て
、

3
 

2
 

評
慣
ぜ
b
れ
比
較
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
の
最
後
尚
昆

ω
棋
酷
で
あ
る
)
「
だ
か
ら
勢
働
目
‘
個
値
の
唯
一
の
一
般
的
に
し
て
日
つ
正
確
な
る
尺
皮
、
若
〈

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

九

は
吾
々
が
、
線
て
即
時
お
よ
び
所
に
於
て
、
諸
々
の
貨
物
心
情
佃
を
比
較
し
判
る
唯
一
の
標
酷
で
あ
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
己
と
。
こ
れ
ら
の
引

用
句
に
於
て
、
ス
ミ
λ

が
勢
働
心
役
割
を
祉
舎
の
原
始
的
批
態
に
の
み
限
定
す
る
宮
思
を
有
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
現
は
れ
て
居
ら

向
。
加
之
ギ
ユ
イ
ヨ

I

ム
・
ド
ゥ
・
グ
リ
ー
フ
が
ス
ミ
ス
由
理
論
。
歴
史
的
出
械
事
に
就
て
書
い
た
こ
と
ミ
は
反
甜
に
、
こ
由
蘇
岡
白
経
済
問
}
者
は
、

線
ゆ
る
場
所
お
よ
び
時
代
に
於
け
る
絶
叫
創
的
不
動
的
な
る
楳
地
と

L
て
勢
働
を
た
て
ん
と
努
む
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
誌
に
民
に
科
皐
的
に
掻
舞
う
と

4
 

試
か
た
の
で
あ
る
こ
と
は
、
否
定
す
る
こ
'
と
が
で
舎
な
い
の
で
あ
る
。
』

i

i

5

 

チ
ユ
ル
ジ
ョ
ン
は
克
に
と
の
解
帥
怖
を
桂
擁
附
け
る
と
こ
ろ
白
λ

ミ
ス
白
仙
の
二
三
白
文
章
を
引
用
し
た
る
徒
、
左
の
如

f
言
っ
て
ゐ
る
。

『
大
部
分
自
解
謀
者
に
依
っ
て
格
動
的
で
あ
る
・
矛
盾
で
あ
る
、

k
判
断
さ
れ
て

b
る
ス
ミ
ス
白
著
書
位
、
ス
せ
維
と
し
て
或
る
一
定
山
統
一
を
保

っ
て
ゐ
る
と
一
五
ふ
こ
と
を
、
こ
れ
ら
白
引
用
句
か
ら
結
論
す
る
こ
左
が
ど
う
し
て
で
き
な
い
か
0
・

疑
も
な
〈
経
済
誌
則
自
歴
史
的
資
展
に
絶
つ

て
、
伺
位

ω
要
素
は
政
多
〈
な
る
。
最
初
捗
働
に
よ
っ
て
測
定
せ
ら
れ
た
る
債
備
は
、
今
宇
ス
ミ
ス
に
依
れ
ば
生
産
費
に
依
存
し
て
ゐ
る
。
し
か
し

設

ァ
F
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
勢
働
慣
位
法
則
の
妥
官
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
六
競
一
一
丸
)

O 
穴

苑

C九nnan，Theories of Production and Distributioll， p. 202. 

~mitþ ， i!:Jic!. p. 35・
Smith， lbi_d. p. J8. 
Tw"geon， La 'valcur d'apres les economistes anglais et什ancais，p. 6[-2， 
屡々一般に引用せらる与も山
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)
)
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設

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
勢
働
慣
値
法
則
。
安
古
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
六
腕
一
二

O

O 
プぐ

乍
ら
以
前
と
同
じ
伊
う
に
、
今
日
に
卦
て
も
、
止
産
費
の
複
雑
に
拘
は
ら
ず
、
慣
値
は
、
ス
ミ
ス
白
考
へ
に
怯
れ
町
、
そ
わ
が
仏
喪
主
せ
る
勢
倒
の

分
却
に
依
っ
て
測
定
せ
ら
る
子
も
の
，
て
あ
る
。
許
し
利
潤
お
よ
び
地
代
が
砂
働
を
犠
牲
と
し
て
現
は
れ
る
と
ス
ミ
ス
が
信
じ
た
ζ

と
を
想
ひ
起
す
た

ら
目
、
こ
の
こ
と
の
論
理
的
で
る
り

H
つ
向
然
的
で
あ
る
と
L

と
が
わ
か
る
で
あ
ら
う
。
利
潤
お
よ
び
地
代
が
持
働
内
報
酬
を
先
玩
す
る
に
至
り
た
る

後
に
於
て
、
捗
働
は
、
そ
の
長
暗
に
於
て
宰
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
慣
値
を
淵
止
す
る
に
充
分
で
あ
る
。

-FE--
か
〈
て
勢
働
は
、
生
産
費
の
う
ち
に

あ
り
て
、
ス
ミ
ス
が
そ
の
理
論
の
初
め
に
於
て
詑
e
J
P一
と
る
の
永
久
的
、
一
般
的
、
組
割
的
楳
仰
と
し
て
時
間
る
の
で
あ
る
。
』

『
見
に
角
接
働
の
観
愈
は
、

z
n
'
々
が
奇
迄
分
析
し
た
る
と
こ
る
に
於
て
位
、
ス
ミ
ス
山
花
噂
州
、
宝
配
的
概
念

f
あ
る
。
若
し
披
串
加
が
示
し
た

』
で
う
に
、
完
全
な
る
白
出
競
争
白
下
に
於
て
は
、
物
の
傾
値
白
紹
K
ざ
る
動
需
は
、
生
産
費
の
水
準
に
蹄
若
す
る
の
傾
向
が
あ
り
、
生
産
品
質
そ
れ
自

身
仕
勢
倒

r
近
づ
く
傾
向
が
あ
る
、
ー
と
一
五
ふ
と
と
が
民
で
あ
る
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
の
法
式
は
明
り
品
開
め
て
古
背
の
耐
舎
に
の
み
な
ら
ず
、
組
め
て
匙

〉Z
 

歩
し
た
る
紅
令
に
も
亦
年

L
〈
詔
用
せ
ら
る
L

で
あ
ら
う
。
』日

な
陥
ド
ウ
一
一

1
ス
も
大
韓
に
こ
の
第
一
円
解
腐
を
と
る
。

右
仁
摩
げ
た
る
所
の
解
稗
に
反
封

L
て、

ス
ミ
ス
は
そ
の
(
費
消
)
勢
働
債
依
設
を
一
貫
す
る
こ
芭
な
く
し
て
、

資
本
の
蓄
積
、
土
地
の
松
有
の
認
め
巴
る
、
一
耽
曾
に
於
て
は
、
他
の
間
四
位
法
則
、
即
も
利
潤
、
地
代
、
勢
貨
を
債

依
構
成
要
素
正
す
る
一
一
仰
の
生
産
費
問
胴
値
法
則
の
作
用
す
べ
き
こ
さ
れ
て
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
ご
す
る
も
の
が
ゐ

る
o

左
に
そ
の
主
な
る
一
一
三
り
も
の
、
読
〈
所
を
顧
み
る
で
あ
ら
う
。

ゥp

イ
ア
ィ
カ
ァ
は
、

そ
の
「
英
国
経
糖
皐
に
於
け
る
労
働
腐
仮
設
の
歴
史
及
び
批
評
」
に
於
て
、

こ
の
鮎
に
闘
す

るス『『、

z
の
態
度
に
就
て
左
の
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
。

『
積
債
の
本
質
が
そ
の
億
現
は
れ
て
ゐ
る
ご
思
は
れ
る
所
の
仮
定
的
の
原
始
的
朕
態
を
設
〈
時
に
は
、
彼
(
ス
ミ

ス
)
は
、
費
消
労
働
標
準
芭
支
配
労
働
標
準
ご
を
ご
も
仁
、
何
等
そ
の
間
の
関
係
に
就
て
一
お
ふ
こ
ご
な
く
し
て
、

，!urgeon， op_ c!L， p-~~-4 
TlIr宮eon，Op"_ cit.. p. 66 
Den~~， Hisfoire des systemes economiques et sociolistes， I90~レ V
p. 268-70 

J<1bour cost n費消勢働よりは串ろ勢働費用と課すベきであるが、前後の閥
係よりと与には前者白諜語を用ゆ。
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古
ニ
ろ
が
彼
一
か
進
歩
せ
る
般
態
り
下
に
於
げ
る
債
低

ω問
題
に
返
づ
〈
や
否
や
、
彼
は

こ
の
二
つ
の
標
準

ω
関
係
に
就
工
の
自
分
の
見
解
を
説
明
し
、
そ
う
し
て
そ
の
前
者
、
的
も
費
消
勢
倒
標
準
を
棄

τ
る
に
至
っ
た
。
一
枇
舎
の
原
始
的
紋
態
り
下
に
於
て
は
、
貨
物
の
費
消
勢
働
は
、
交
換
に
於
て
貨
物
が
支
配
す
る

労
働

ω分
量
を
決
定
す
る
o

勢
働

ωこ
の
二
つ
の
分
量
は
憤
然
に
同
じ
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

だ
か
ら
(
か
、
る

場
合
に
は
)
叫
す
働
の
金
生
売
物
は
崎
労
働
者
に
麗

L
、
利
潤
若
〈
は
地
代
が
存
在
し
て
費
消
労
働
ご
腐
値
ご
の
聞
の
一

提
弓
↓
一
目
し
た
の
で
あ
っ
花
。

均
衡
を
破
る
が
如
き
こ
ど
は
な
い
。
し
か
し
乍
ら
現
今
の
枇
舎
に
於
て
は
越
が
異
な
っ
て
来
る
。

言

し
て
云
へ
ば
、
(
近
一
世
の
枇
舎
に
於
て
は
)
交
換
唄
値
は
最
早
や
費
消
努
働
に
比
例
L
な
い
o

何
故
な
れ
市
貨
物
の

槙
値
は
、
そ
れ
が
生
産
に
費
さ
れ
た
る
所
の
勢
働
の
み
な
ら
や
資
本
及
び
土
地
を
も
償
ふ
所
の
要
素
を
合
ん
で
居

ら
3
工
よ
ら
Q
h
d
B
h
o

ォ
f

7

g

1

仁
も
拘
は
ら
十
進
歩
せ
る
一
枇
合
仁
於
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
か
、
る
貨
物
の
異
償
値
は
、
そ

の
貨
物
が
交
換
す
る
に
常
っ
て
支
配
す
る
所
の
勢
倒
に
依
っ
て
測
定
モ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
裂
す
る
に

ア
ダ
ム
・

1

ミ
ユ
は
、
債
依
論
を
賓
際
生
活
に
適
用
す
る
に
嘗
っ
て
、
企
業
家
生
産
費
の
法
則
(
江
戸
?
2
0
P
E
2

R
E可
己
円
〆

gM門
)
の
古
い
形
‘
並
に
債
値
の
支
配
勢
働
尺
度
を
採
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
純
粋
な
る
正
統
率
振
の
同
労
働

償
値
論
ご
し
て
常
然
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
所
の
も
の
、
卸
も
費
泊
券
働
は
市
場
慣
値
を
規
制
す
る
ご
云
ふ
こ
Z
を

棄
て
、
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
o」
(
註
)

(
註
)

荒
木
書
積
せ
ら
れ
、
土
地
私
有
せ
ら
る
ゐ
所
町
近
代
田
世
合
に
於
け
る
ス
ミ
ス
の
倒
他
論
に
は
何
等
矛
厄
も
的
若
も
な
〈
、
被
は
終
始
一

2
 

種
。
生
皮
費
設
を
一
貫
し
て
支
持

L
?
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
棋
力
主
張
す
る
入
に
我
か
三
法
金
蔵
救
授
が
あ
る
。
致
授
は
、
多
(
酔
ス
ミ
λ

の

寧
句
(
そ
の
多
〈
の
も
の
は
事
げ
た
)
を
引
用
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
何
等
叫
怖
が
勢
働
倒
値
誌
を
主
張
若
〈
は
暗
示
し
た
と
訟
む
べ
き
倒
所
が
な
い
、
ペ

設

苑

ア
ダ
ム
・
ヌ
ミ
ス
に
於
け
る
努
働
個
値
法
則
目
安
市
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
大
統

C 
F、

1) Whitak町， History & Criticism of the Lobour Theory of Value. pp. 29 

-31 • 
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設

ア
ダ
ム
・
ヌ
ミ
ス
に
於
け
る
冊
目
働
慣
値
法
則
旧
安
官
性
に
就
て
第
二
十
巻

一O
六
回

苑

(
第
六
披

ヱ
ム
・
パ
ワ
ア
ク
の
所
謂
司
ニ
つ
り
在
に
紙
制
す
る
見
解
』
は
互
に
相
容
れ
相
合
し
て
自
ら
一
伺
の
す
言
中
に
融
け
行
〈
を
見
る
の
で
あ
る
と

L
て
居

ら
れ
る
。
し
か
し
乍
ら
か
士
59
枇
合
に
於
け
る
債
依
論
が
捗
働
僧
値
諭
と
何
等
係
は
り
が
な
い
と
去
ふ
の
仕
、
依
り
に
彼
れ
の
慣
値
論
を
皮
相
的
に

教
授
の
事
げ
ら
札
た
る
章
句
の
多
一
〈
は
、
ス
ミ
ス
白
債
任
論
一
般
に
担
ず
る
態
度
に
臨
み
て
、
却
っ
て
苦
々

解
し
た
る
も
白
で
は
あ
る
ま
い
か
?

を
L
て
か
ミ
る
世
令
に
於
て
も
伎
が
勢
働
倒
値
論
を
拙
葉

L
た
も
の
で
な
い
乙
み
を
考
へ
さ
せ
る
引
で
あ
る
。

小
泉
信
三
教
授
も
亦
、
ス
ミ
ス
は
立
明
副
官
に
於
て
、
勢
働
慨
値
怖
に
代
は
る
も
の
と
し
て
、
一
純
白
生
荷
究
債
値
論
を
主
張
し
た
も
白
.
て
あ
る

と
冒
nv
放
っ
て
ほ
拍
ら
れ
る
一
人
て
あ
る
。

ス
ミ
ス
に
依
れ
ば
、
文
明
批
曾
に
於
け
る
貨
物
の
債
伎
の
決
定
は
、
そ
れ
が
生
産
に
費
百

れ
た
る
所
の
利
潤
・
地
代
、
勢
貨
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ご
同
時
に
、
彼
れ
の
著
書

ω或
る
個
所
に
於

て
は
彼
が
猶
ほ
純
粋
な
る
形
に
於
げ
る
勢
倒
岡
田
佐
設
を
支
持
し
て
ゐ
る
が
如
き
彼
れ
の
言
葉
が
見
出
さ
れ
る
、
彼

れ
の
債
儲
論
(
文
明
枇
曾
に
於
け
る
)
は
矛
盾
を
械
め
て
ゐ
る
、
ご
云
ふ
も
の
が
あ
る
o
-
』
の
見
解
の
下
に
あ
る
も

私
は
衣
に
こ
の
解
殺
を
ご
れ
る
こ
三
の
も
の
に
就
て
、
彼
等
の
誘
く
所
を
吟
味
し
て

右
の
見
解
の
外
に
、

の
は
か
な
り
多
レ
。
(
註
-
)

見
ゃ
う
。

子
、
、
ス
が
右
の
枇
曾
に
於
て
労
働
償
低
法
則
並
び
に
生
産
費
償
値
法
則
の
二
様

ω閣
情
備
法
則
を
立

て
た
る
こ
ご
を
詳
し
〈
越
吋
た
る
後
、
左
の
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
。

リ
旦
ト
は
、

「
λ

ミ
ス
は
、
労
働
の
後
に
、
か
〈
の
如
〈
償
値
の
新
ら
し
い
決
定
的
原
因
を
見
出
し
花
。
而

L
て
若
し
枇
曾

主
義
者
が
第
一
の
限
定
に
寄
り
集
っ
た
ご
一
再
ふ
な
ら
ば
、
ジ
Z

ヂ

Y

1

に
至
る
迄

ω経
済
問
宇
者

ω大
部
分
は
第
二

の
も
の
を
採
用
し
た
Z
云
へ
る
。
ス
ミ
え
は
こ
の
二
械
の
慣
値
設
山
敦
れ
を
採
る
べ
き
か
を
確
然
ご
決
定
す
る
の

勇
気
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
つ
は
相
並
ん
で
そ
の
設
明
の
樫
に
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
、
彼
は
ぞ
の

三回皐合雑誌第十プ之容第三腕~ "カア Vの惜f直論』



説
れ
か
を
棄
て
去
る
決
心
が
つ
き
か
ね
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
彼
れ
の
著
書
に
は
、
到
底
妥
協
す
る
こ
正
が
で

き
な
い
幾
多
の
矛
盾
が
見
出
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、
或
る
時
は
、
資
本
及
び
土
地
は
州
労
働
に
依
っ
て
遁
ら
れ
た

ιも

の
に
或
る
も
の
を
附
加
し
、

M
7
賃
芭
共
に
生
産
費
を
決
定
す
る
所
の
利
潤
M
A

ぴ
地
代
を
遁
活
諮
る
こ
ご
に
よ
り
、

新
ら

L
い
債
値
の
源
泉
を
成
す
も
の
で
あ
る
ご
看
倣
3
れ
て
ゐ
る
。
又
或
時
に
は
、
利
潤
及
び
地
代
は
、
拙
労
働
の

み
に
依
っ
て
創
造
せ
ら
れ
允
る
耐
岡
崎
四
よ

h
の
資
本
家
及
び
地
主
の
割
取
で
あ
る
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
た
め
に
或
る

煮
は
彼
を
目
し
て
一
枇
合
主
義
者
で
あ
る
ご
し
て
ゐ
る
。
し
か

L
乍
ら
詰
る
所
、
彼
れ
の
債
値
論
を
支
配
し
て
ゐ
る

も
の
は
生
犀
費
設
で
あ
っ
て
、
貨
物
の
自
然
煩
格
は
そ
の
生
産
費
ビ
一
致
す
る
所
の
慣
絡
を
意
味
す
る
ぜ
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
』

夏

三三

三‘

ヲ
ア

:: 2) 

依
れ
1.1: 

ス
ミ
ス
の
か
、
る
枇
曾
に
於
け
る
問
問
伯
論
に
は
、
二
つ
の
相
互
に
矛
盾

せ
る
慣
伯
論
、
的
も
生
産
費
回
四
髄
論
(
べ
ヱ
ム
の
所
謂
第
一
の
解
粋
一
一
及
び
勢
働
問
問
値
論
(
彼
れ
の
所
謂
第
二
的
解

明
杵
)
が
相
交
錯
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
、
陥
っ
て
ス
ミ
ス
は
資
本
利
潤
の
原
理
一
を
組
織
的
に
明
究

L
、
深
く
そ
の
本

拓
酬
を
瞭
に
す
る
ご
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

4

2

ム
は
さ
き
に
引
用
ゼ
る
ス
ミ
ス
の
詞
、
及
び
そ
の
他
の
彼
れ
の
詞
よ

b
、
第
一
の
解
蒋
に
営
る
も
の
ご
、
第
二
の
解
稗
に
常
る
も
の
子
炉
-
選
1

り
分
け
て
自
分
の
解
稗
を
確
め
平
う
正
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
(
註
ニ
)

(
陸
一
)

カ
ウ

ラ

も

亦
乙

ιJ 
極
にh

解

稗
を
と
れ
る

人
で
あ
る
O.~) 

ヰ
ヱ
ム
・
バ
ワ
ア
タ
ポ
彼
れ
の
所
嗣
第
一
山
解
明
怖
に
常
る
も
の
と
し
て
引
用
せ
る
所
由
ス
ミ
ス
の
章
句
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

(
註
ニ
)

設

手E

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
佐
官
働
償
備
法
則
自
妥
常
性
陀
就
て
部
一
一
十
谷

『
費
本
が
或
る
特
別
な
る
人
白
手
に
蓄
積
せ
ら
る
与
に
軍
る
宇
存
中
一
百
々
・
・
:
、
完
成
せ
る
生
産
物
を
、
原
料
の
代
制
及
び
勢
働
者
の
努
貨
を

(
第
六
続
三
三
一
)
一

O
六
玉

Gide ct Rist， Histoire des doctrines ecのnomlql1e<;.pp. 90--2. 

Bohm←B九werk，Kapital llnd Kapitalzins， Bd. r. 4 Auf1. 5S. 62-5 
Kaula， Die GeschichtliclJ巳 Entwicklullgder Moderncu Werttheorien， 

ss. '38-40 

)

)

)
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2

3

 



設

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
捗
働
側
値
法
則
の
委
常
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
六
税
一
二
四
)

手E

一O
六
六

充
分
支
柿
ふ
以
上
に
、
勢
働
革
《
は
他
の
貨
物
'
P
L

交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
仕
事
に
自
分
自
賓
本
を
賭
L
た
之
と
る
の
企
業
家
の
利
潤
呈
し
て

何
か
h

奥
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
由
。
』

「
貨
物
の
混
得
若
〈
は
生
産
に
温
背
託
さ
れ
た
る
所
由
労
働
心
分
置
は
、
そ
の
貨
物
が
祖
常
鵬
貝
L
、
支
配
し
、
若
〈
は
究
換
す
ベ
一
き
(
曲
目
耐
の
)

〉2
 

分
弄
を
規
制
す
る
唯
一
の
事
情
で
は
な
い
。
』
云
々

γ文
明
間
に
酔
て
は
、
そ
の
交
換
制
値
が
捗
働
り
み
よ
り
生
ず
る
商
品
は
梯
め
て
僅
山
ヅ
に
過
ぎ

f
し
て
、
そ
心
準
か
に
大
部
分
。
交
換
慣
怖
に
は
、

3
 

地
代
及
び
判
潤
も
亦
大
い
に
忠
川
県
す
る
。
』
一
五
々

吋
高
い
士
山
〈
は
低
い
捗
賃
又
は
利
刊
は
、
高
い
若

t
は
低
い
個
値
向
原
凶
で
あ
り
、
高
い
若
〈
は
低
い
地
代
は
そ
の
枯
果
で
あ
る
。
』

=
以
上
通
ぺ
た
る
所
に
依
h
.
文
明
枇
舎
に
於
工
も
λ

ミ
ス
は
本
来

ω形
に
於
け
る
努
働
償
値
法
則
の
作
用

す
べ
き
こ
ご
を
説
い
た
の
で
あ
る
か
否
か
、
卸
ち
か
、
る
刑
舎
に
於
け
る
ス
ミ
ス
の
回
世
値
論
の
正
健
如
何
、

て
の
三
様
の
解
蒋
を
、
そ
の
各
々
の
代
表
的
な
る
も
の
に
依
っ
て
指
し
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
吾
々
は
果
し
ー
そ

の
い
づ
れ
を
ご
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
若
く
は
そ
れ
ら
の
外
に
猶
ほ
残
き
れ
た
る
解
縛
が
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
?

か
、
る
刑
曾
仁
於
げ
る
ス
ミ
ス
の
国
間
僻
論
の
異
の
解
稗
は
、
一
般
勢
働
積
俗
説
の
本
質

λ

ミ
ス
の
回
開
倣
論
会
般
を
活

cτ
有
せ
る
態
度
、
若
(

そ
の
い
づ
れ
仁
b
h

せ
よ
、

(
的
ド
ぞ
れ

Z
生
産
償
給
正
の
関
係
)
を
顧
み
る
ご
共
に
、

は
彼
れ
の
償
値
論
の
基
本
的
内
容
(
例
へ
ば
費
消
勢
働
岡
田
値
設
お
よ
び
支
配
航
労
働
償
儲
設
各
ケ
の
木
質
並
に
相
互

の
闘
係
、
異
貧
困
偶
低
(
格
)
概
念
ご
交
換
慣
値
者
〈
は
債
格
概
念
己
の
一
関
係
な
ど
)
を
克
く
理
解

L
た
る
後
仁
於

τ、

炉問め

τ期
待
し
得
ら
る
、
で
あ
ら
う
ご
忠
ふ
。
而
し
て
か
、
る
用
意
あ
る
も

ω
は
、
ヲ
ぞ
の
僻
稗
が
右
に
述
べ
た
る

如
〈
多
岐
に
亘
っ
て
ゐ
る
λ

ミ
ス
の
一
債
依
論
も
論
理
的
に
は
決
し

τ矛
盾
を
極
め
て
居
る
も
の
で
は
な
く
(
原
始 就

百J出

制j出

回日出

SlUith， ibid. p. 50 

Si11ith， -ibid. p. 51 

SJnilh， ibid. p. 56 

Slnith， lbJd. p. 146 
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枇
曾
に
於
り
る
同
情
値
=
文
明
批
曾
に
於
け
る
而
恨
値
三
の
閥
、
及
び
後
者
の
回
開
鈍
論
そ
れ
自
身
に
於
て
)
、
彼
自
身

の
贋
値
論
一
般
に
資
す
る
態
度
よ

h
し
で
は
、
彼
が
文
明
枇
曾
に
於
て
か
、
る
償
値
論
を
支
持
す
る
に
至
る
は
、

首
に
自
然
の
道
行
で
あ
る
ニ

Z
が
曾
得
せ
ら
れ
、
彼
れ
の
償
値
論
に
於
け
る
難
問
も
案
外
容
易
に
永
解
せ
ら
晶
、

で
ゐ
ら
う
こ
ご
を
信

ιて
換
は
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
か
、
る
見
地
に
よ
り
左
に
ニ
の
一
問
題
に
就
て
若
干
の
砿
見

を
開
陳
し
て
見
た
い
さ
忠
ふ
。

資
本
主
義
的
批
曾
に
於
げ
る
ス
ミ
ス
の
償
値
論
に
於
て
も
、
貨
物
の
交
換
慣
値
、
実
岡
慣
値
は
結
局
ぞ
れ
が
生
産

に
費
さ
れ
た
る
勢
働
の
み
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
る
、
、
ご
し
た
る
多
(
の
文
句
が
見
出
き
れ
る
こ
ご
以
否
定
し
得

な
い
。
而
し

τ
こ
の
こ
ご
は
、
彼
が
(
費
消
)
晴
労
働
問
闇
値
設
を
そ
の
-
債
値
諭
の
根
祇
に
於
て
支
持
す
る
こ
ご
に
よ

り
、
剰
俄
個
個
値
の
品
目
生
源
泉
を
暗
示
し
た
こ
ご
を
優
仁
示
す
に
足
ー
り
る
の
で
あ
る
o

例
へ
ば
さ
き
に
引
用
せ
る
所

の
子
ミ
ス
の
文
章
1

1
「
資
本
が
或
る
特
殊
な
る
人
の
手
に
蓄
積
せ
ら
る
、
に
至
る
や
否
や
一
五
々
、
」
1
ー
は
、
(
註

さ
そ
の
一
部
分
に
就
一
1
、
或
る
撃
者
は
異
な
る
意
義
に
解
せ
ん
ご
す
る
け
れ
H

と
も
、
ス
ミ
ー
が
、
「
彼
等
の
矯
し

た
る
仕
事
を
責
る
こ
苫
に
よ
り
、
若
〈
は
彼
等
の
勢
働
が
原
料
の
贋
値
に
附
加
す
る
ご
ご
ろ
の
も
の
を
頁
る
こ
ご

に
よ
り
云
々
、
」
ご
云
ひ
、
「
労
働
者
が
挺
料
に
附
加
す
る
所
の
腐
備
は
、
こ
の
場
合
に
は
二
つ
の
部
分
|
|
勢
賃

を
支
梯
ふ
部
分
、
及
び
雇
主
が
前
掛
し
た
る
原
料
及
び
努
賃
の
全
資
本
に
劃
す
る
利
潤
を
支
抑
ふ
部
分

l
iに
分

割
苫
れ
る
、
』

Z
云
ふ
に
徴
し
て
、
こ
の
章
句
は
、
利
潤
は
、
商
品
の
販
頁
仁
よ
り
て
、
若
〈
は
商
品
が
号
の
一
(
措
労

働
)
慣
位
以
上
に
貰
ら
る
、
ニ
ご
に
よ
・
り
て
発
生
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
は
だ
い
い
勢
働
の
み
に
依
う
て
創
め

て
遁
ら
る
、
所
の
間
個
値
の
分
り
前
た
る
仁
過
ぎ
な
い
、
そ
れ
は
償
値
の
構
成
要
素
で
は
な
い
、
而
し
て
資
本
家
は

設

苑

ア
ダ
ム
・

λ

ミ
ス
に
於
け
る
持
働
償
備
法
則
の
安
位
性
に
就
て
第
三
十
巻

(
革
大
規
一
二
五
)
一

C
六
七

首iImBohm-Bawerk 



詑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
傍
働
憎
値
怯
則
の
妥
部
性
に
就
て
第
コ
十
を

(
第
六
娩
一
一
一
六
)
一

O
六人

夢E

そ
の
資
本
の
使
用
に
劃
し
て
か
、
る
勢
働
償
値
よ
h
の
割
取
正
し
て
の
利
潤
を
獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
・

こ
ご
合
明
に
意
味
し
て
ゐ
る
。
真
に
詳
し
〈
二
の
旦
ミ
旦
の
文
章
を
見
ん
に
、
彼
に
依
れ
ば
、
須
佐
郎
も
持
働
者

が
原
料
に
附
加

f
る
所

ω叫
労
働
分
量
は
二
つ
の
部
分
に
H
T
h
h

れ
る
o

そ
の
一
つ
は
勢
貨
を
支
抑
ふ
も
り
で
あ
っ

て
・
そ
れ
は
勢
貸
の
形
ご
な
っ

τ僻
労
働
者
の
も
ご
に
還
っ
て
来
る
所
的
勢
働
分
量
・
即
ち
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
支
梯

労
働
を
意
味
す
る
o

他

ω
一
つ
は
刺
潤
を
戒
す
も
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
資
本
一
一
家
が
代
債
を
支
梯
は
宇
l
て
責
る

所
の
労
働
分
量
、
的
も
7

戸
ク
ス
所
調
不
抑
労
働
を
意
味
す
る
。
要
す
る
に
資
本
家
は
両
日
聞
を
告
の
(
拙
労
働
)
痕
値

遁
り
仁
責
る
こ
ピ
に
よ
り
、
却
も
ぞ
れ
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
労
働
分
最
(
時
間
)
に
依
っ
て
責
る
守
】
ご
に
よ
り
、
刺
潤

を
獲
得
す
る
の
で
ゐ
る
o

マ
戸
ク
ス
は
こ
の
ス
ミ
ー
の
詞
を
解

L
て
衣
の
如
く
言
っ
て
ゐ
る
o

Z
一百ふ

「
ア
ダ
ム
・
1

3

え
は
こ
れ
仁
依
っ
て
、
こ
の
朕
態
ー
ー
そ
の
結
果
酷
労
働
者
に
は
最
甲
や
自
分
的
勢
倒
的
結
川
市
の

全
部
が
館
周
せ
争
、
彼
は
そ
れ
を
若
く
は
そ
の
慣
値
を
資
本
家
己
寧
ろ
分
け
合
は
ね
ば
な
ら
な
い
や
う
な
状
態

ー
ー
は
、
商
品
が
相
互
に
交
換
さ
れ
る
ご
こ
ろ
の
関
係
若
〈
は
そ
の
交
換
償
値
は
、
ぞ
れ
に
賞
鰻
化
さ
れ
て
ゐ
る

所
の
雌
労
働
時
聞
の
分
量
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
る
、
ご
す
る
法
則
を
臨
加
除
す
る
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
に
子
宮
否
定
し

て
ゐ
る
ο
:
・
・
ア
グ
ム
・
ス
ミ
ス
は
こ
れ
に
依
っ
て
剰
伶
償
値
の
異
の
源
泉
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
」

旦
ミ
ー
の
こ
の
態
度
を
有
力
に
一
長
書
き
す
る
彼
自
身
の
詞
は
、
こ
の
外
に
も
数
多
〈
見
受
り
ら
れ
る
。
例
へ
ば
、

「
如
何
な
る
岡
山
土
地
に
て
も
悉
〈
な
有
財
産
ご
な
る
や
否
や
、
地
主
は
他
の
人
々
ご
同
じ
ゃ
う
に
、
時

hrg

る
所
に
刈
ら
ん
こ
ご
信
好
み
、
そ
の
自
然
的
生
産
物
仁
劃
し
て
さ
へ
地
代
を
要
求
す
る
に
至
る
。
」

「
年
白
押
一
吐
曾
の
労
働
に
依
っ
て
蒐
集
せ
ら
れ
若
〈
は
生
産
せ
ら
る
、
所
の
全
部
は
、
或
は
同
じ
こ
ご
で
は
あ
る

スミスは勢働陪が原料に附加する慣値 豊島働分間 (qlla~t!ty?f l<:t?o-，.lr)、なる
ととを問帽に捉へ仰なかった。後者に依り枇は寧ろ~賃若{は搭働力を:車山
せしめてゐる。
Marx， Theorien ubel' den Mchrwel't， Bd. 1， S 
Smith， ibid. p. 5I 副l出
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が

、

そ

の

金

債

格

は

、

こ

の

や

う

な

方

法

に

よ

h
一

克

来

異

な

っ

た

人

々

の

間

に

分

配

さ

れ

る

。

」

真

に

さ

き

に

ヅ

ツ

カ

ア

カ

ン

ド

戸

の

血

中

げ

た

る

次

ω二
つ

の

章

句

、

即

も

「

時

労

働

的

生

産

物

は

勢

働

ω自
然
的

報

酬

的

も

勢

貨

を

成

す

一

五

々

、

」

及

び

「

土

地

が

な

有

財

産

ご

な

る

や

否

や

、

地

主

は

勢

働

者

が

土

地

か

ら

牧

獲

L

若

〈

は

蒐

集

す

る

を

得

る

殆

ん

い

と

綿

τの
生

産

物

か

ら

分

け

前

を

要

求

す

る

に

至

る

一

再

々

、

」

も

亦

1

ミ
λ

の

こ

の

立

場

を

よ

〈

設

明

す

る

に

足

る

も

の

で

め

ら

う

。

(

註

ニ

)

、、

(
註
-
)
『
完
成
せ
る
商
品
を
、
原
料
の
代
倒
及
び
冊
目
働
者
山
第
貨
を
充
分
に
主
抑
ふ

M

J
に
、
金
銭
、
野
働
若
く
は
他
の
剣
先
と
交
換
す
る
と

2

、
、

と
に
よ
り
』
一
ム
々
、
の
一
・
切
に
於
け
る
『
努
働
』
は
ス
ミ
ス
の
設
り
で
あ
る
と
マ
ル
ク
ス
は
一
五
ふ
。
彼
は
こ
の
ス
ミ
ス
山
詞
に
就
て
左
目
削
〈
批
評
L

て
ゐ
る

9

、、

『
資
本
家
町
商
品
を
貨
傭
若
f
は
仙
の
商
品
と
交
換
し
て
利
潤

t
獲
る
の
は
、
彼
が
支
抑
ふ
第
働
よ
り
も
よ
り
多
〈
の
勢
働
を
貰
り
抑
ふ
陀
山
る

の
で
走
っ
て
、
吹
慨
牝
さ
れ
た
る
同
E
分
景
を
、
生
き
た
る
勢
倒
の
同
じ
分
置
と
交
換
す
る
こ
と
に
巾
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
ス
ミ
ス
は
「
貨
幣

若
〈
仕
他
山
商
品
ー
と
交
換
す
る
と
一
五
ふ
ζ

と
」
と
「
完
成
商
品
と
勢
働
止
を
交
換
す
る
と
一
五
λ
こ
と
」
与
を
並
立
せ
し
め
て
は
な
ら
自
の
一
て
あ
る
。
何

故
と
一
五
ふ
に
剰
儲
闇
値
は
.
第
一
の
五
換
に
於
て
、
商
品
が
そ
心
憎
値
担
り
に
、
印
ち
そ
れ
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
事
働
時
間

l
1し
か
し
そ
の
一
部
分

は
主
捌
は
れ
ぎ
る
所
白
、
も
の
で
あ
る
が
ー
ー
に
従
っ
て
斑
ら
る
λ

こ
と
に
怯
り
、
護
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
て
あ
る
。
こ
の
場
合
に
口
、
時
民
本
家

は
過
去
白
勢
働
由
同
じ
分
却
を
止
き
も
に
野
働
の
同
じ
分
日
と
一
党
換
し
な
い
、
印
ち
彼
が
獲
た
所
内
北
き
た
必
倒
の
分
品
位
、
彼
が
文
抑
っ
た
所
白
作
一

き
た
努
働
の
分
茸
よ
り
大
で
あ
る
と
百
ふ
こ
と
が
前
提
ゐ
汚
れ
て
ゐ
る
。
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
努
働
者
白
勢
貨
は
そ
の
生
陪
物
の
倒
値
に
同
じ
で

あ
る
で
あ
ら
う
。
完
成
商
品
が
貨
幣
若
〈
は
商
品
と
交
拠
さ
れ
る
場
合
に
於
け
る
利
潤
は
、
若
し
そ
の
商
品
が
伺
値
週
間
り
に
市
民
れ
る
場
合
に
は
、
完

成
商
品
と
生
き
た
持
働
と
の
問
中
交
換
は
、
他
白
法
則
の
支
配
を
受
け
る
と
云
ふ
こ
と
に
依
り
、
吉
凡
V

換
へ
れ
ば
こ
白
場
骨
同
じ
も
の
が
交
換
さ
札

な
い
と
一
五
ふ
と
と
に
依

p-
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ニ
つ
の
場
令
を
協
同
し
て
は
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
利
潤
は
勢
働
者
が
捗
働
原
料
に
附
加
し

た
る
所
目
前
値
よ
り
の
い
仕
陣
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。
』

設

苑

ァ

r
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
努
働
償
値
法
則
目
安
首
性
忙
就
て
第
一
-
十
巻

{
第
六
統
一
二
七
)
一

O
六
九

Smith， lbid. p. 54 

これはスミスの所謂主同日努働の意義的殴昧なるととの詮抜。ーって'ある。

Man:， a. a. 0.， S. 141-2 
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設

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
傍
働
慎
備
法
則
自
妥
宙
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
六
娘
一
二
八
)
一

O
乞

O

苑

(
註
ニ
)

と
白
粘
に
闘
す
る
ス
ミ
ス
の
詞
を
も
う
一
つ
卑
げ
て
且
る
。

「
他
山
一
闘
に
於
て
は
、
泊
代
、
利
潤
は
品
質
を
食
う
て
し
ま
う
。
そ

L
て
ニ
う
の
使
者
階
殺
が
劣
者
府
粧
を
腫
迫
ず
る
白
で
あ
る
o
h

右
に
引
用
し
た
る
さ
』
ろ
の
諸
々
の
う
ミ
ス
の
詞
は
疑
も
な
く
、
彼
が
資
本
主
義
枇
曾
に
於

τも
煩
値
論
の
根

祇
を
費
消
労
働
債
仮
設
に
置
い
て
ゐ
た
こ
ご
を
一
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

ζ
Z
に
就
て
は
依
り
に
か
け
離
れ
た

る
解
稗
が
な
レ
の
で
あ
る
が
、

に
分
れ
て
ゐ
る
。

苫
き
に
懇
げ
た
る
所
の
左
の
子

『か
λ

る
事
拘
の
放
浪
の
下
に
於
て
は
、

H
W
M

働
回
全
生
産
物
は
常
に
勢
働
者
に
師
屈
し
な
い
。
務
働
者
は
多
《
心
場
合
に
時
て
、
彼
れ
の
雇
主
た

る
資
本
家
と
そ
れ
を
分
け
合
は
ね
は
な
ら
ぬ
a

貨
物
の
獲
得
芳
〈
は
生
産
に
酒
常
使
用
せ
ら
札
た
る
所
白
勢
働
円
分
量
は
、
そ
内
先
物
が
迦
常
時
貝

L
.
主
砲
し
、
若

t
は
交
換
す
べ
き
(
捗
働
の
)
分
拾
を
湖
制
す
る
唯
一
円
事
情

J

て
は
hu
ぃ
。
成
る
附
加
的
(
冊
目
倒
の
)
分
m
m
J
目
、
部
貨
を
前
摘
し
、
そ

の
野
働
り
原
料
を
俳
給
し
た
る
所
の
者
本
町
剥
潤
に
劉

L
て
、
典
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

4

こ
の
ス
ミ
ス
の
詞
、
特
じ
そ
の
後
竿
の
部
分
は
、
彼
れ
の
債
値
論
が
生
産
費
設
に
過
ぎ
な
い
ご
す
る
論
者
に
よ

り
、
ス
ミ
旦
が
貨
物
の
生
産
仁
費
苫
れ
た
る
勢
働
の
1
7
量
的
み
が
そ
の
慣
伯
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
利

潤
も
亦
そ
の
慣
値
の
決
定
に
興
る
も
の
で
あ
る
ぜ
す
る
こ
ご
を
明
に
示
す
も
の
で
あ
る
ご
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

例

へ
ば
ペ
エ
ム
・
バ
ア
ア
ク
は
こ
の
後
竿
の
章
句
に
就
て
、
「
λ

ミ
ー
は
こ
れ
よ
り
よ
り
明
瞭
に
、
時
究
賃
v
Y
減
少
す
る

こ
ご
な
〈
し
て
、
利
子
請
求
の
債
格
を
上
昇
す
Z
作
用
あ
る
ニ
ご
を
云
ひ
現
は
す
こ
ご
が
で
き
な
い
、
」
ご
云
っ
て

ゐ
る
。=

こ

ろ

が

さ

き

に

述

べ

た

る

如

〈

、

こ

の

ぞ

ミ

ー

の

詞

を

、

彼

が

嶋

労

働

者

の

生

廃

物

は
そ
の
時
労
働
者
の
勢
働
よ
り
は
よ
り
多

t
の
帆
労
働
を
買
ひ
得
る
、
郎
も
生
産
物
(
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
労
働
)
は
労
賃

ヅ
ァ
カ
ア
カ
ン
ド
戸
は
、

Smiib， Wealth of Nat】ons，Cannnn's ed. VII， p. 67. 

Sm】th，Wealth of N乱tions，VI， p. 5 r. 市I出

乙由解躍を rるもの甚だ多し、一々事げ由

Bohm-I3awerk， a. a. 0.， S. 64. 
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ご
云
は
ん
ヂ
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ

zee-不
L
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
ざ
云
ふ
の
で
あ
る

7

戸
ク
ス
も
亦
こ
の
ス
ミ
λ

の
詞
を
解
す
る
こ
ご
ツ
ッ
カ
ア
カ
ン
ド
戸
ご
相
似
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
イ
エ

ム
そ
の
他
の
解
枠
ご
反
封
に
立
っ
て
ゐ
る
0

7

F

ク
ス
は
こ
の
句
を
引
用
し
た
る
後
左
の
如
〈
云
っ
て
ゐ
る
。

『
こ
の
一
』
ご
は
会
〈
正
し
い
。
資
本
家
的
生
産
の
下
に
於
て
は
、
貨
幣
若
〈
は
商
品
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
賞
健

化
さ
れ
た
る
帥
労
働
は
、
ぞ
れ
自
身
に
合
ま
れ
た
る
労
働
の
分
量
の
外
に
、
常
に
猪
は
資
本
の
利
潤
ご
し
て
、
生
き

た
る
労
働
の
附
加
的
分
量
を
買
ふ
。
他
の
言
葉
に
て
言
へ
ば
、
ぞ
れ
は
(
賓
館
化
3
れ
た
る
勢
働
は
)
.
生
き
た
る

労
働
の
一
部
分
を
た
い
Y

で
獲
る
、
却
も
そ
の
代
債
を
支
携
は
守
し
て
獲
る
の
で
あ
る
O
L

而
し
て
マ
ケ
ク
ス
は
、
ス
ミ
λ

が
こ
れ
ら
の
襲
化
が
如
何
じ

L
τ
資
本
家
的
生
産
に
伴
う
て
起
っ
た
か
を
強
調

よ
り
は
そ
の
慣
値
が
高
い
、

11' し
た
ニ
己
は
、
彼
れ
の
ソ
カ
ア
ド
に
俊
る
貼
で
あ
る
ご
云
ふ
。

惟
ふ
に
こ
の
『
貨
物
の
獲
得
云
々
』
の
彼
れ
の
詞
を
、
そ
れ
の
み
切
り
蹴

L
て
解
稗
す
れ
ば
、

も
勢
働
問
問
値
誌
を
拠
棄
し
た
る
-
』
己
を
意
味
す
る
が
如
く
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
後
の
詞
、
「
か
、
る
事
物

の
斌
態
の
下
に
於
て
は
、
労
働
の
金
生
産
物
は
一
五
々
、
」
「
或
る
附
加
的
(
労
働
の
)
分
量
が
云
々
、
」
に
徴

L
、
な
ら

び
に
彼
が
常
に
勢
働
力
、
崎
労
賃
、
勢
働
(
分
量
)
な
ど

ω概
念
場
ぜ
混
請
し
、
勢
働
力
(
そ
の
債
格
が
努
賃
)
は
商
品
ピ

こ
の
句
は
彼
が
恰

し
て
買
は
れ
て
、
勢
働
を
支
出
す
る
も
の
で
ゐ
h
、
そ
う
し
て
そ
の
支
出
す
る
勢
働
の
分
量
は
、
労
働
力
を
支
持

若
〈
は
回
復
す
る
じ
必
要
な
る
勢
働
の
分
量
(
即
も
労
働
者
が
受
取
る
崎
労
働
分
量
)
よ
り
常
に
必
ら
や
大
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
、
芭
云
ふ
唱
』
ご
を
明
確
に
一
五
ひ
現
は
す
こ
ご
が
で
き
な
か
っ
た
事
費
よ
り
推
し
て
・
こ
の
何
は
正

L
〈

『
貨
物
の
獲
得
若
〈
は
生
産
に
従
事
す
る
所
の
努
働
者
の
労
賃
を
支
梯
ふ
努
働
の
分
量
一
再
々
、
」

Z
解
す
べ
き
で
あ

設

JIIj 

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
勢
働
償
値
法
則
自
安
富
性
に
就
て
第
二
十
巻

一O
士

(第
J

ハ
銃
一
二
九
)

Marx， a. <l. 0.， S. 143 1) 



設

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
捗
働
倒
値
法
則
自
安
官
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
六
競
一
三

O
)

一
O
七

苑

ら
う
正
田
山
ム
。

こ
、
に
引
用
せ
る
文
章
を
通
じ
て
、
勢
働
者
の
創
造
し
た
る
ご
こ
ろ
の
債
値
は
、
分
れ

要
す
る
に
ス
ミ
λ

が、

て
労
賃
及
び
利
潤
を
成
す
主
五
ふ
ニ
ヰ
を
、
設
か
ん
ご
し
h
い
も
の
で
ゐ
る
こ
Z
は
疑
ム
ペ
〈
も
な

ν
の
で
あ
る
。

彼
が
費
消
捗
働
贋
値
、
利
潤
、
労
賃
、
及
び
地
代
償
値
及
ぴ
支
配
労
働
積
値
の
三
者
を
漫
然
同
じ
も
の
で
あ
る
正

す
る
彼
れ
特
有
の
態
度
は
、
特
に
こ
の
章
句
及
び
ニ
れ
に
つ
い
け
る
章
句
に
於
て
現
は
れ
℃
ゐ
る
。

か
〈
解
し
て
来
る
ご
、
ニ
の
解
稗
に
反
岨
到
の
立
場
に
あ
る
も
の
に
依
h
、
子
、
、
一
ハ
が
勢
働
債
値
設
を
弛
棄
し
た

る
ニ
ご
の
他
の
有
力
な
る
詮
擦
の
一

t
t
て
、
屡
々
引
用
せ
ら
る
、
と
こ
ろ
の
左
の
彼
れ
の
言
葉
も
亦
、
右
通
ぺ

た
る
が
如
き
意
義
仁
解
す
べ
き
が
嘗
然
で
あ
る
己
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

『
交
明
闘
に
於
て
位
、
そ
白
交
換
倒
値
が
掛
働
白
与
よ
り
生
ず
る
商
品
は
融
め
て
錦
町

J

に
過
ぎ
ず
L
て
、
そ
の
盗
か
に
大
部
分
の
交
換
個
値
に
は
、

地
代
及
び
利
潤
も
亦
大
い
に
寄
興
す
る
u

そ
れ
故
に
そ
の
捗
働
白
年
々
の
岸
産
物
は
、
之
を
産
出
し
、
製
遣
し
、
而
L
て
之
を
市
場
に
持
ち
車
す
た

〉

め
に
使
加
せ
ら
れ
刊
た
る
持
働
の
分
量
よ
り
も
遥
か
に
大
な
る
冊
目
働
白
分
去
を
時
買
又
は
支
艶
ナ
る
に
常
に
充
分
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
』

以
上
吟
味
し
た
る
所
仁
よ
h
、

ス
ミ
ー
が
草
り
原
始
草
株
の
枇
曾
に
於

τ
の
み
な
ら
?
、
資
本
蓄
積
せ
ら
れ
、

土
地
占
有
せ
ら
る
、
一
肱
舎
に
於
て
も
依
然
芝
し
て
、
(
費
消
)
拙
労
働
煩
値
設
を
支
持
し
、
彼
れ
の
煩
佐
論
の
基
礎
ご

し
た
こ
=
が
容
易
に
推
測
し
得
ら
る
、
。
見
三
月
が
其
著
「
諸
問
民
の
宮
」
の
開
港
努
頭
に
於
て
、
「
総
ゆ
る
岡
氏

の
年
な
の
労
働
は
、
ヲ
ぞ
の
園
民
に
、
そ
が
年
々
消
費
す
る
所
の
人
止
の
必
要
品
及
び
便
利
品
を
本
源
的
に
供
給
す

る

ε
こ
ろ
の
基
金
で
あ
り
、
而
じ
て
そ
れ

ι一
は
常
に
そ
の
勢
働
の
直
接
の
生
産
物
若
〈
は
そ
の
勢
働
全
以
て
他
の

岡
民
か
ら
買
ふ
も
の
よ
り
成
り
立
っ
て
ゐ
る
」

z云
ひ
、
叉
他

ω場
所
仁
於
て
、
「
そ
れ
白
身
の
償
仮
に
極
り
が

56 
z 

Smith， ibid. p 
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な
い
ご
こ
ろ
の
勢
働
の
み
が
、
線
ゆ
る
貨
物
の
腐
値

ω、
線
刷
る
時
お
よ
び
所
に
於
て
・
評
債
せ
ら
れ
比
較
き
れ

得
る
ご
こ
ろ
の
最
後
の
異

ω
楳
準
で
あ
る
、
」
己
一
去
っ
て
ゐ
る
の
は
、
偶
-
々
勢
働
を
以
て
田
恒
位
、
交
換
債
値
の
決
定

要
素
な

h
ご
す
る
彼
れ
の
立
場
を
物
語
る
も
の
で
ゐ
ら
う
。

三
以
上
子
、
、
ス
自
身
の
詞
を
分
析
解
蒋
す
る
ご
ご
じ
よ
り
、
五
日
々
は
、
月
ミ
ス
が
逗
代
の
資
本
家
的
批
舎
に

於

τも
依
然
己
し
て
費
治
労
働
償
値
設
を
そ
の
根
祇
に
於
て
支
持
し
、
利
潤
は
労
働
同
開
倣
よ
り

ω
割
取
な
り
ご
し

て
、
所
調
俄
剰
同
悦
値
り
後
生
成
立
を
認
識
L
た
る
も
の
で
あ
る
こ
己
を
知
り
得
る
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
れ
の

か
〈
の
如
き
態
度
は
、
主
ご
し
て
そ

ω償
値
諭

ω根
祇
若
〈
は
し
且
正
面
に
於
て
見
受
げ
ら
る
、
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
・
明
ら
か
に
そ
の
表
面
上
に
汗
ぴ
出

τゐ
る
ご
は
一
五
は
れ
な
い
。
か
、
る
枇
曾
に
於
け
る
λ

ミ
ス
の
債
佑
論

に
は
、
費
消
勢
働
債
値
設
ご
相
並
ん
で
、
若
〈
は
友
一
裂
の
関
係
に
於
て
、
勢
賃
、
利
潤
及
び
地
代
を
構
成
要
表
記

す
る
所

ω
一
穂
の
生
産
費
設
が
主
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
而
も
後
者
が
主
主
し
て
表
面
上
に
現
は
れ
て
ゐ
る
、

は
看
逃
す
ニ
ご
が
で
き
な
い
。
例
へ
ば
国
民
々
引
用
ゼ
ら
る
、
彼
れ
の
詞
に
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

』

吋S
」

「
勢
賃
、
利
潤
及
び
地
代
は
、
総
ゆ
る
交
換
煩
値
の
み
な
ら
ず
、
哨
脳
出
る
枚
入
の
三
つ

ω
本
源
的
原
因

t
あ

る
。
」
(
託
-
)

「
券
賃
、
利
潤
及
び
地
代
は
、
総
ゆ
る
牧
入
の
三
つ
の
本
源
的
原
因
で
ゐ
る
、
」
正
云
ふ
に
就

τは
別
に
問
題
は

な
い
。
持
め
て
自
明
の
こ
ど
で
あ
る
。

刺
潤
及
び
地
代
は
、
総
ゆ
る
交
換

債
値
の
三
つ
の
本
源
的
原
因
で
ゐ
る
、
」
芭
一
五
ふ
こ
正
に
就
て
い
あ
る
c

削
も
さ
き
に
見
七
所
に
依
れ
ば
、
ス
ミ
ス

は
、
問
問
伎
の
根
源
は
帥
労
働
で
あ
っ
て
、
叫
す
働
に
依
っ
て
創
治
せ
ら
れ
た
る
所
の
慣
砧
酬
が
、
勢
片
山
貝
、
利
潤
、
地
代
Z

こ
、
に
問
題
ご
な
る
の
は
、
「
勢
賞
、

語占

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ

λ

に
於
け
る
捗
働
伯
他
詰
則
山
一
安
向
性
に
就

τ
第
二
十
巻

(
第
六
続
二
一
一
一
)
一
C
七

5mith， ibid. p. 3S. 

51I11th. ibid. p. 54. 
1) 

2) 



設

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
努
働
伺
値
法
則
自
妥
鵠
性
に
就
て
第
二
十
巻

苑

{
第
六
挽

一
の
七
四

そ
れ
}
¥
労
働
者
、
資
本
家
及
び
地
主
じ
防
局
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
ご

L
た
に
拘
は
ら

こ
、
に
勢
質
、
利
潤
及
び
地
代
が
絡
ゆ
Z
交
換
債
値
的
本
来
的
源
泉
で
あ
る
ご
云
ふ
の
は
H

こ
う
し
た
こ
=
で

あ
る
か
、
そ
こ
に
前
後
矛
盾
は
な
い
か
、
三
一
五
ふ
-
」
之
が
問
題
ご
な
っ

τ来
る
o
-
」
の
詞
は
ス
ミ
λ

が
叫
す
働
両
個
低

設
を
す
て
、
生
産
費
試
を
古
る
に
支
っ
た
こ
ぜ
を
明
に
示
す
も
の
で
は
な
い
か
い
問
題
ご
な
つ
℃
来
る
。

或
る
も
の
は
ニ
の
月
ミ
ユ
の
態
度
は
、
明
に
彼
が
勢
働
債
伯
設
を
す
て
、
生
産
費
設
を
ご
る
に
至
っ
た
こ
己

を
示
す
も
の
で
あ
る
ご
云
ひ
、
叉
他

ω或
る
も

ωは
、
そ
れ
は
エ
ミ
ス
の
岡
国
値
論
が
混
乱
さ
矛
盾
ご
に
満
て
る
こ

ご
一
ム
ふ

O
L
か
し
乍
ら
、
仰
M
A
ザ
彼
が
こ
の
二
つ
の
債
値
論
を
同
時
に
提
出
す
る
に
就

一
五
ふ
形
を
ご
っ
て
、

すご
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
、

そ
こ
に
未
熟
不
充
分
な
る
も
の
が
あ
る
こ
ご
は
認
め

F
る
を
得
な
い
に

L
て
も
、

(
E
確
に
一
一
言
へ
ば
贋
値
論
ご
痕
栴
論
)
ゼ
並
び
提
言
す
る
こ
三
ぞ
れ
向
慨
は
、
彼
れ
の
債
値
論
の
快
献
で
は
な
〈
し

て
、
寧
ろ
そ
の
長
所
で
あ
る
の
み
な
ら
争
、
こ
の
彼
れ
の
態
度
は
彼
れ
の
慣
値
論
一
般
仁
一
週
中
る
態
度
よ

h
見

τ、
決
し
て
矛
盾
せ
る
も
の
で
は
な
い
、
ご
私
は
忠
ふ
。
ス
ミ
λ

の
債
伯
論
に
あ
り
て
は
、
費
消
労
働
ど
支
配
勢

働
ご
は
さ
も
に
貨
物
の
交
換
償
位
、
債
低
の
決
定
様
準
た
り
得
る
も
り
だ
せ
ら
れ
、
そ
う
し
て
叉
そ
与
に
は
臨
げ

乍
ら
で
は
あ
る
が
、
優
位
、
異
質
債
値
な
る
詞
ご
共
に
、
交
換
債
値
、
岡
田
格
な
る
詞
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て

彼
に
於
て
は
、
明
唯
に
で
は
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
費
消
勢
働
は
慣
位
、
異
質
債
依
(
格
)
を
、
支
配
勢
働
は
交

換
償
値
、
困
問
格
を
、
説
明
せ
ん
ご
し
、
正
う
し
て
文
明
世
曾
に
於

τは
、
勢
働
(
袋
泊
若
〈
は
支
配
崎
労
働
)
は
償

値
、
異
質
債
値
(
債
格
)
恥
仏
、
利
潤
、
地
代
及
び
勢
貸
は
交
換
債
位
、
債
格
を
、
説
明
せ
ん
ご
す
る
所
の
用
意
お
〈

は
態
度
が
現
は
れ
て
ゐ
る
、
ご
解
稗
し
で
も
差
支
な
か
ら
う
ん
仰
と
岡
山
は
れ
る
。
こ
れ
ら
の
λ

ミ
Z

が
彼
れ
の
労
働

τは、

こ
の
二
つ
の
債
値
論

Sl11ith， ibid. p. 32. 
ibid. pp. 33， -33 
ibirl， pp. 50， 52， 67 
ibic1. p. 54 
マルクスに於ては交換債依と債110と仕同ども白てはないが、相離るべからざ
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償
値
諭
吉
一
貫
し
て
支
持
し
て
ゐ
だ

Z
認
む
べ
き
態
度
に
顧
み
る
ご
き
は
・
彼
Mr
右
泉
げ
た
る
文
章
に
於

τ、
貨

物
の
現
貨
の
交
換
債
佑
心
労
賃
、
利
潤
uA
ぴ
地
代
に
よ
り
構
成
せ
ら
る
、
ご
一
五
ふ
は
、
そ
の
常
否
は
兎
も
角
、
彼

れ
の
債
伯
諭

ω構
成
そ
れ
自
身
炉
ら
児
れ
は
、
矛
盾
で
も
何
で
も
な
い
。
隠
っ
て
叉
こ
の
こ
さ
は
彼
が
品
目
消
勢
働

償
伍
誌
を
描
来
し
た
唱
』
ご
を
必
ら
宇
し
も
意
味
し
て
ゐ
な
い
。
も

E

己

1
¥
ス一、こ
A

の
債
値
論
に
於

τは
、
費
治
労

働
債
値
、
支
配
勢
働
償
伯
、
及
び
地
代
、
利
潤
、
努
賃
よ
h
成
る
生
主
用
化
武
田
慎
侃
は
、
日
間
然
ご
同

ιも
の
で
ゐ
る
ご

せ
ら
れ

τ
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
品
。
き
れ
ば
こ
そ
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
「
勢
質
、
利
潤
一
五
々
』
の
詞
の
直
ぐ
前
に
「
各
々
の

耽
曾
の
勢
働
に
依
p

り
年
々
蒐
集
せ
ら
れ
若
く
は
生
産
せ
ら
る
、
所
の
も
の
、
全
部
は
、
又
は
同
じ
こ
ご
で
は
あ
る

が
、
そ
の
全
債
格
は
・
か
、
る
方
法
に
依

bε
の
異
な
れ
る
成
員
一
の
聞
に
本
狐
的
に
分
配
せ
ら
れ
る

ι=一
式
ひ
て

費
消
弁
働
債
仮
設
を
依
然
ご

L
t
支
持
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。

ス
ミ
ス
の
債
依
論

ω
根
本
的
命
題
に
'
は
、
費
消
、
支
限
同
僚
係
論
が
相
並
ん
で
提
言
せ
ら
れ
て
お
る
こ
ご
は
何

人
も
直
ち
に
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
文
明
祉
曾
に
於
け
る
彼
れ
の
償
低
論
も
亦
同
様
に
、
こ
の
二
つ
の
償
低
論
に

終
始
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
た

V

ニ
の
場
合
に
は
、
費
消
勢
倒
園
間
仮
設
が
一
稲

ω生
産
費
四
隅
値
設
の
形
を
ご
サ

τ現
は
れ
、
そ
う
し
て
こ
、
に
於

τは
原
対
枇
食
に
於
け
る
よ
り
は
、
こ
の
形
に
於
り
る
費
消
勢
倒
償
仮
設
が
支

配
勢
働
慣
低
説
よ
ち
よ
b
多
〈
彼
れ
の
償
値
論
の
主
要
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
に
す

V

ぎ
な
い
。

之
を
要
す
る
に
、
文
明
赴
命
日
に
於
け
る
ス
ミ
ス
の
積
倣
論
は
、
車
に
生
産
費
調
仮
設
で
な
き
は
勿
論
、
又
車
仁

費
消
崎
労
働
樹
伯
設
で
も
な
〈
、
又
支
配
勢
倒
償
値
説
で
も
な
い
。
そ
れ
は
-
れ
ら
を
倶
に
包
合

L
τ
ゐ
る
。
そ
う

し
て
或
る
も
の
、
云
ふ
が
如
〈
、

ス
ミ
ス
に
於
て
生
産
、
費
消
労
働
雨
償
俗
論
が
並
び
現
は
れ
て
ゐ
る
の
は
、
彼

設

苑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
努
醐
債
値
法
則
の
妥
常
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
第
一
、
腕
二
-
一
一
一
)
一
O
七
E

るものとせられ、そうしてそれらの櫛念左 !-E産慣格概念之は二つの相呉れる

範時てあるとせ ιれてゐる。随って憤値と生産倒格とは証離することがあり

it-l..る。



司E

宛

ア
ダ
ム
・
九
ミ
ス
に
岱
け
る
捗
働
例
値
法
則
の
安
官
性
に
就
て
第
二
十
巻

(
都
大
協
一
一
一
一
四
)
一

O
ヒ
大

れ
の
煩
佑
論
的
矛
盾
続
右
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
〈
し
T
、
そ
れ
は
虫
干
ろ
彼
れ
の
附
恨
俗
論
的
長
所
を
成
し

τ

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
、
彼
れ
の
生
産
費
痕
値
は
寧
ろ
マ

y
p
ス
の
生
産
額
格
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
帥
労
働
問
恨
値

そ
の
二
者
は
各
々
別
の
範
鴎
に
屈
す
る
も
の
な
る
こ
吉
を
、
認
識
す
る
こ

よ
り
出
づ
る
も
の
で
ゐ
る
に
し
て
も
.

こ
の
二
者
相
互

ω闘
係
を
、
正
{
円
回
に
、
充
分
に
取
扱
ふ
こ
さ
が
で
き
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
十

こ
れ
ら
の
横
俗
論

ω外
に
山
然
ご
し
亡
円
以
後
迄
支
配
券
倒
債
仮
設
が
附
随
し
て
提
言
せ
ら
る
、
ニ
ご
に
よ
り
、
彼

れ
の
疲
低
論
は
い
つ
迄
も
似
而
非
的
労
働
償
値
諭

ω溺
貼
に
附
き
艇
は
れ
た
の
で
ゐ
つ
一
1
、
要
す
る
所
、
ス
ミ
ス

の
叫
労
働
償
値
説
は
}
』
の
二
つ
の
理
由
に

t
h
遂
に
そ
の
不
純
な
る
形
を
脱
す
る
こ
ご
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
ゐ

ご
か
」
得
A9Lτ
、

と
。
(
註
二
)

腔

同
様
な
る
見
解
は
と
の
外
に
も
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
二
つ
を
選
げ
て
見
る
。

『
好
貨
の
市
加
は
、
第
働
に
分
僻
せ
ら
る
L

所
の
例
持
山
部
分

E
哨
加
壮
一

L
め
る
こ
と
に
よ
り
、
必
然
的
に
多
〈
白
商
品
の
倒
崎
を
増
加
せ

L
め

る
百
々
。
』

「
だ
か
ら
地
代
は
、
接
賃
、
利
潤
と
は
却
な
る
方
法
に
て
、
貨
物
白
伺
怖
の
構
成
に
這
入
る
も
白
で
あ
る

t
云
ふ
こ
と
を
詔
め
ざ
る
を
ね
な
い
。

高
い
若
〈
は
伺
い
弥
賃
及
び
利
潤
は
、
一
両
い
岩
〈
は
低
い
憤
怖
の
原
肉
で
あ
り
、
高
い
若
〈
は
低
い
地
代
は
そ
の
結
m端
で
あ
る
。
或
る
特
定
内
貨
物

白
慣
格
が
高
い
消
〈
は
低
い
ム
二
千
自
の
は
、
そ
の
貨
物
を
市
場
に
持
ワ
て
行
〈
が
た
め
に
、
高
い
若
〈
は
低
い
勢
気
、
利
潤
を
主
柵
は
ね
ば
な
ら
ぬ

2
 

か
ら
，
て
あ
る

y
-
-・』

(
話
三
マ
ル
ク
ス
が
相
め
て
彼
れ
の
輯
裕
明
而
を
組
織
的
に
組
め
た
も
の
で
あ
る
と
一
耳
は
れ

τゐ
る
と
こ
ろ
の
著
作
、
『
組
禅
問
中
批
叫
』
に
崎

て
、
こ
山
論
文
に
於
て
問
題
と
し
た
る
討
に
附
し
て
、
左
の
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
一
般
的
に
言
へ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

『
ま
こ
と
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
λ

は
、
商
品
の
慣
値
を
そ
の
商
品
中
に
也
骨
き
る
ミ
砂
働
時
山
叫
に
依
り
決
-
止
し
た
り
で
あ
っ
た
が
、
使
位
こ
の
倒
値
決

Stnith， ibid. p. Rl:i 

Smith， ibid. p. 147 

1) 

2) 



の定
時の

品質
山現
代を
り{世
にれ

腎 叫
本商I、

ιJ 
賀 時
若手 代
働に

4産
lt り
そさ
の L
他た
'0ι3 

J 

暦 あ
高る
線、

且拠
つ言

複 す
雑 れ
たば、
ァ・J
J時 J{l.
想 J ー
の向
車 IW.f
仕り

る見
込 j山

t乞:O'

及ら
ん彼
でに
忽 民
ちlX
二ポ な
明り
僚と
に思

なは
つれ
てた
しる
まも
てコ 6っ
たと L士。
こそ

の
事
慢
は
彼
が
究
内
加
き
こ
と
を
言
っ
て
居
る
に
散
し
て
明
ら
か
で
あ
る

o
l
l
-商
品
の
債
怖
が
勢
働
時
間
に
依
っ
て
測
定
せ
ら
る

L

U

は
、
人
々

が
互
に
資
本
家
、
賃
銀
捗
働
者
、
地
主
、
借
地
人
、
高
利
侍
隼
と
し
て
ピ
は
な
〈
、
単
な
る
商
品
史
舟
者

A
V
商
品
交
換
者
と
し
て
の
み
劉
立
す
る

主
と
る
白
プ
ル
ジ
ヨ
ア
融
合
目
先
梁
間
に
於
て

D

b
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
ム
」
C
』

6去三
;r.日

論

右
通
吋
た
る
所
に
よ
り
、
資
本
蓄
積
せ
ら
れ
、
土
地
占
有
せ
ら
る
、
に
至
り
た
る
資
本
家
的
批
舎
に
於
け
る
ス

ミ
ス
の
債
低
論
に
あ
り
で
は
、
支
町
帥
労
働
問
問
値
読
の
外
に
、
一
方
に
於
て
彼
が
依
然
ご
し
て
(
費
消
)
嶋
労
働
煩
備
設

を
支
持
し
た
さ
認
U
ぺ
き
章
句
の
見
出
さ
れ
る
さ
同
時
に
、
他
方
仁
於
て
彼
が
一
穂
の
生
産
費
師
団
侃
設
を
主
張
し

た
る
が
如
き
詞
を
接
見

L
得
る

ωで
あ
一
っ
て
、
ま
こ
ご
に
?

W

ク
ス
の
言
へ
る
が
如
〈
一
、

?
、
、
ス
は
「
最
初
商
品

の
岡
田
値
を
研
究

L
て
、
そ
れ
を
屡
々
正

L
く
決
定
し
た
、
邸
主

J

彼
は
、

問
問
な
る
形
態
を
接
見
し
、
労
賃
、
及
び
利
潤
は
こ
の
慣
値
炉
ら
君
主
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ご
し
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
彼
は
突
に
ま
る
で
ア
ペ
ヨ
ペ
の
行
き
方
を
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
郎
ち
彼
は
商
品
の
債
償

!
iそ
こ
か
ら

た
っ
た
今
彼
は
努
賃
、
利
潤
を
導
き
出
し
た
の
だ
ー
ー
を
反
謝
に
勢
賃
、
利
潤
及
び
地
代
の
自
然
的
債
格
の
結
合

か
ら
導
き
出
さ
う
ご
し
た
の
で
あ
る
。
」

般
的
に
俄
剰
贋
値

ω後
生
及
び
そ
の
特

し
か
じ
乍
ら
彼
が
償
値
の
源
泉
佐
費
泊
券
働
に
求
か
る
ご
同
時
に
、
交
換
債
伯
、
債
格
を
利
潤
、
勢
賃
及
び
地

詑

苑

(
第
六
焼
一
三
五
)
一

O
K
七

ア
F
ム・
λ

ミ
ス
に
於
け
る
捗
働
償
値
法
則
の
安
首
位
に
就
て
第
一
一
十
巻

(佐町民謀本64頁)M凡rx，Zur Krittk der politiscl1en Okonomie， (~ 42 
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設

苑

ア
グ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
捗
働
慣
侃
法
則
自
安
富
性
忙
就
て
第
三
十
巻

(
第
六
統
一
三
六
)
一

O
七
八

代
に
よ
り
決
定
せ
ん
ご
し
た
る
こ
さ
そ
れ
自
身
は
、
或
る
も
の
、
設
〈
が
如
〈
、
彼
れ
の
贋
伯
論
を
し
て
混
乱
紛

糾
取
拾
す
べ
か
ら
ぎ
る
迄
に
導
レ
わ
ん
も
の
で
あ
る
、

t
云
は
ん
よ
h
は
、
寧
ろ
彼
れ
の
而
闇
値
論
が
、
現
賓
の
枇
曾

に
於
け
る
償
値
、
価
問
防
相
現
象
の
本
質
を
説
明
す
べ
〈
、
可
成
成
形
せ
る
形
に
延

e

つ
い
て
ゐ
た
こ
ご
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
。
だ
い
v
彼
に
あ
り
て
は
、
券
賃
、
利
潤
及
び
地
代
は
(
生
産
)
債
格
を
構
成
す
る
も
め
で
あ
っ

τ、
そ
れ
は

資
本
的
批
曾
の
外
部
的
現
象
形
態
ご
し
て
表
面
に
浮
び
出
品
、
が
結
局
す
る
所
ぞ
れ
は
本
源
的
に
費
消
労
働
に
本

づ
〈
も
の
で
あ
っ
て
、
努
働
償
値
法
則
こ
号
、
た
い
そ
れ
の
み
が
‘
資
本
家
的
批
曾
仁
於
り
る
貨
物
の
交
換
償

備
、
同
恨
低
の
決
定
的
支
配
法
別
で
あ
る
こ
さ
が
、
充
九
?
に
明
確
に
認
識
さ
れ
な
か
っ
付
の
で
あ
る
。

ー
ミ
λ

以
後
勢
働
慣
値
論
を
云
鋳
す
る
も
の
に
し
て
、
早
晩
ζ

の
(
費
消
)
労
働
償
仮
設
一
己
生
産
費
償
値
設
芭

ω

開
M

聞
の
解
明
に
憎
ま
さ
れ
さ
る
は
な
い
。
こ
の
二
者
の
関
係
は
努
倒
贋
仮
設
に
於
け
る
最
も
大
な
る
耕
闘
を
成
[

て
ゐ
る
。
ニ
の
難
関
仁
出
曾
っ
て
、
或
る
も

ωは
勢
働
阿
偶
仮
設
を
全
然
拙
棄

L
、
或
る
も
の
は
然
か
せ
ざ
る
も
こ

の
問
題
に
劃
し
て
明
確
な
る
答
解
を
奥
ふ
る
唱
】
ご
を
よ
く
せ
な
い
o

見
ミ
ス
が
こ
の
二
者
の
ぞ
れ

1
、
、
の
本
質
及

び
関
係
に
就
て
、
充
分
な
る
説
明
を
奥
ふ
る
こ
ご
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
彼
れ
の
痩
佐
論
に
拠
到
す
る
根
本
的
態

度
、
研
究
方
法
な
ど
絡
一
々
の
事
情
に
も
悶
る
で
あ
ら
う
が
、
叉
蛍
時
の
状
態
に
顧
み
亡
止
む
を
得
ず
さ
る
も
の
で
あ

る
ご
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o

マ
片
ク
ス
は
ス
司
、
、
ス
の
債
依
論
の
研
究
方
法
を
批
評
し
て
た
の
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
が
、

簡
の
功
績
ご
欠
陥
ご
を
よ
〈
簡
明
に
言
ぴ
現
は
し
た
も

ω
で
あ
る
、
ご
云
っ
て
よ
い
。

「
ス
ミ
ス
は
了
一
心
に
於
て
、
経
済
的
簡
略
の
内
部
的
関
係
、
即
も
市
民
経
済
制
度
の
隠
れ
た
る
構
造
を
研
究
す

る
ご
同
時
に
、
彼
は
他
方
に
於
て
、
ぞ
の
外
に
競
争
現
象
に
瞭
ら
か
に
現
は
る
、
所
の
関
係
を
研
究
す
る
こ
と
に

依
ム
リ
、
市
民
生
岸
過
程
に
賓
際
凶
は
れ
た
る
人
、
刺
害
関
係
あ
る
人
E

全
〈
同
様
に
、
非
科
出
品
守
的
な
る
蜘
倒
的
昨
日
者
正

守
}
の
詞
は
彼
れ
の
贋
値



こ
り
二
つ
の
思
考
方
法
ー
ー
そ
の
一
つ
は
市
民
制
度
の
内
的
関
係
一
誌
は
い
ぞ
の
生
理
的
学
を
究
は
め

ん
ざ
す
る
も
の
で
あ
り
・
他
の
一
つ
は
、
軍
に
、
生
活
過
程
の
裡
に
外
見
的
に
何
が
現
ほ
れ
、
そ
う
し
て
そ
れ
が

如
何
仁
し
て
現
は
れ
る
か
、
を
書
き
誌
る

L
・
日
銀
に
じ
、
設
述

t
、
ぞ
う
[
て
法
式
的
に
そ
れ
が
概
念
を
決
定

す
る
も
の
で
あ
る
川

i
は
、
ス
ミ
ス
一
に
あ

h
て
は
、
公
卒
に
相
並
ん
で
お
る
の
み
、
な
ら
中
、
断
え
中
入
ち
乱
れ
て

相
衝
突
し

τゐ
る
。
」

之
を
要
す
る
に
、

λ

ミ
ス
に
於
t
は
、
一
支
配
、
費
消
岡
崎
労
働
痕
仮
設
が
並
び
提
言
せ
ら
れ
た
こ
ご
、
二
費
消

(

(

 

努
働
間
四
位
設
は
生
産
贋
仮
設
に
ご
っ
て
代
は
ら
れ
、
恰
も
そ
れ
自
身
は
姿
e
f
抑
保
す
る
が
如
き
概
を
呈
す
る
に
歪
り

た
る
二
ご
、
り
ニ
つ
の
理
山
に
よ
h
、
(
費
消
)
崎
労
働
償
値
法
則
の
資
本
主
義
的
批
舎
に
於
け
る
貨
物
の
債
値
、
贋

格
現
象
に
安
賞
す
る
こ
ご
が
、
不
充
分
な
る
梓
度
、
不
純
な
る
形
に
於
工
、
支
持
せ

ιれ
た
る
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
か
〈
の
如
〈
に

L
て
旦
ミ
ス
に
於

τは
、
一
回
明
鈍
ご
生
産
額
格
Z
の
関
係
は
問
題
ご
な
ら
争
、
二
剰
徐
間
四
位

設
が
充
分
に
展
開
す
る
に
歪
ら
な
か
っ
た
の
み
な
ら
歩
、
三
ス
ミ
ス
の
所
謂
叫
労
働
問
唄
備
は
、
こ
の
高
度
に
費
逮
せ

る
商
品
生
産
融
合

1
1
ι
~こ
で
は
貨
物
は
初
め
か
ら
交
換
の
た
め
に
生
産
せ
ら
れ
る
に
於
り
る
商
品
交
換
闘

係
よ
b
抽
象
せ
ら
れ
た
る
勢
働
債
伍
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
7

戸
ク
ス
の
所
謂
抽
象
的
人
閑
努
倒
償
倣

で
は
ど
う
し
一
ー
も
ゐ

b
得
な
か
っ
た
。
彼
に
於
て
は
、
債
倣
随
っ
て
そ
れ
が
構
成
に
奥
る
ご
:
ろ
の
努
働
は
、
自

然
的
共
飽
的
制
人
的
偶
畿
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
抽
象
的
赴
曾
的
普
遍
的
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

厳
密
に
言
へ
ば
、
子
、
‘
ス
の
甜
ふ
所
の
勢
働
債
伯
は
、
そ
の
賞
、
経
済
債
値
、
償
値
苫
し
て
堪
へ
得
べ
か
ら
古
る

も
の
な
の
で
ゐ
る
。

然
ら
ば
ス
ミ
ス
の
勢
働
問
偶
佑
設
を
純
化
俊
民
せ
し
め
た
さ
稽
せ
ら
る
、
所
の
内
ノ
カ
ア
ド
は
、
こ
の
貼
に
就
て
如

何
な
る
程
度
の
理
解
を
有
ち
、
努
働
問
個
値
朗
一
千
設
後
展
史
上
如
何
な
る
貢
献
を
潟

L
た
で
あ
ら
う
か
?
私
は
筆
を

夏
め
て
失
に
こ
の
問
題
を
吟
味
し
て
見
た
い
ご
恩
ふ
。
(
完
)
|
|
一
一
一
一
二
0
・二八
1
l

な
っ
て
ゐ
る
。

設

宛

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
努
働
慎
値
法
則
目
安
官
性
に
就
て
第
二
十
巻

一C
E丸

(
都
大
競
一
三
七
)
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